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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】令和2年11月5日(2020.11.5)

【公表番号】特表2020-528018(P2020-528018A)
【公表日】令和2年9月17日(2020.9.17)
【年通号数】公開・登録公報2020-038
【出願番号】特願2020-503866(P2020-503866)
【国際特許分類】
   Ｂ２９Ｃ  64/112    (2017.01)
   Ｃ０９Ｄ  11/101    (2014.01)
   Ｃ０９Ｄ  11/32     (2014.01)
   Ｂ２９Ｃ  64/264    (2017.01)
   Ｂ３３Ｙ  70/00     (2020.01)
   Ｂ３３Ｙ  10/00     (2015.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/01     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２９Ｃ   64/112    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   11/101    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   11/32     　　　　
   Ｂ２９Ｃ   64/264    　　　　
   Ｂ３３Ｙ   70/00     　　　　
   Ｂ３３Ｙ   10/00     　　　　
   Ｂ４１Ｊ    2/01     ５０１　

【手続補正書】
【提出日】令和2年1月24日(2020.1.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　重量部で以下の成分：６０～１２５部の光硬化剤、０．０１～５部の黄変調整剤、０．
５～５部の光開始剤、および０．５～５部の補助剤を含む、三次元成形用光硬化性透明イ
ンク組成物であって、
　ここで前記黄変調整剤は、５６０ｎｍ～６５０ｎｍの波長範囲の光を吸収できるため、
前記三次元成形用光硬化性透明インク組成物は透明に見え；
　前記黄変調整剤は、光硬化性オリゴマー、着色剤、および還元剤の１つ以上から選択さ
れ；および
　前記三次元成形用光硬化性透明インク組成物の三次元インクジェット印刷により得られ
た厚さ２ｍｍの印刷物品は、Ｌ値は８０～９０であり、ａ値は－１．００～２．００であ
り、ｂ値は－１０．００～０である色相範囲を有し；および９２％を超える光透過率値を
有する、組成物。
【請求項２】
　前記光硬化性オリゴマーが青相アクリレートオリゴマーから選択され；前記着色剤が、
染料および／または顔料から選択され；および前記還元剤が、還元特性を有し、光硬化反
応に関与することができる化合物から選択される、請求項１に記載の三次元成形用光硬化
性透明インク組成物。
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【請求項３】
　前記黄変調整剤が前記着色剤を含み、前記着色剤が≦０．０２重量部である、請求項１
に記載の三次元成形用光硬化性透明インク組成物。
【請求項４】
　前記三次元成形用光硬化性透明インク組成物中の前記光硬化剤が９０～９５重量部であ
る、請求項１に記載の三次元成形用光硬化性透明インク組成物。
【請求項５】
　前記三次元成形用光硬化性透明インク組成物中の前記光硬化剤が９０～９５重量部であ
る、請求項２に記載の三次元成形用光硬化性透明インク組成物。
【請求項６】
　前記光硬化剤が光硬化性オリゴマーおよび光硬化性モノマーを含み、前記光硬化剤中の
前記光硬化性オリゴマーと前記光硬化性モノマーとの質量比が（３５～６５）：（２５～
６０）である、請求項１～５のいずれか一項に記載の三次元成形用光硬化性透明インク組
成物。
【請求項７】
　前記光硬化性オリゴマーが透明光硬化性オリゴマーであり、前記光硬化性モノマーが透
明光硬化性モノマーである、請求項６に記載の三次元成形用光硬化性透明インク組成物。
【請求項８】
　前記透明光硬化性オリゴマーが、透明アクリレートオリゴマーおよび透明エポキシオリ
ゴマーの１つ以上から選択され、前記透明光硬化性モノマーが、透明アクリレートモノマ
ーおよびカチオン性モノマーの１つ以上から選択される、請求項７に記載の三次元成形用
光硬化性透明インク組成物。
【請求項９】
　前記補助剤が、強化剤、消泡剤、安定剤および界面活性剤の１つ以上から選択される、
請求項１～８のいずれか一項に記載の三次元成形用光硬化性透明インク組成物。
【請求項１０】
　前記三次元成形用光硬化性透明インク組成物は、室温で２５～７０ｃｐｓの粘度および
２０～３０ｄｙｎの表面張力を有し、４０～６０℃で９～１４ｃｐｓの粘度および２０～
３５ｄｙｎの表面張力を有する、請求項１～８のいずれか一項に記載の三次元成形用光硬
化性透明インク組成物。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか一項に記載の三次元成形用光硬化性透明インク組成物の調製
方法であって、
　１）６０～１２５部の光硬化剤を０．５～５部の補助剤と混合して第１の混合物を得る
こと；
　２）０．５～５部の光開始剤を前記第１の混合物に添加して、前記光開始剤を完全に溶
解して第２の混合物を得ること；
　３）この混合系が透明になるまで０．０１～５部の黄変調整剤を前記第２の混合物に添
加して、第３の混合物を得ること；
　４）前記第３の混合物を濾過し、濾液を収集すること
　を含む、調製方法。
【請求項１２】
　前記第３の混合物が、微孔性フィルタ膜を用いた二段階濾過に供され；ここで第１段階
濾過が、孔径０．４５μｍのガラス繊維膜を使用して行われ、第２段階濾過が、孔径０．
２２μｍのポリプロピレン膜を使用して行われる、請求項１１に記載の調製方法。
【請求項１３】
　前記濾液を脱気して、三次元成形用光硬化性透明インク組成物を得ることをさらに含む
、請求項１１または１２に記載の調製方法。
【請求項１４】
　請求項１～１０のいずれか一項に記載の三次元成形用光硬化性透明インク組成物を用い



(3) JP 2020-528018 A5 2020.11.5

て三次元インクジェット印刷を行い、印刷物品を得る三次元成形方法であって、
　ここで前記三次元インクジェット印刷の吐出温度は４０～６０℃であり；
　厚さ２ｍｍの前記印刷物品は、Ｌ値は８０～９０であり、ａ値は－１．００～２．００
であり、ｂ値は－１０．００～０である色相範囲を有し；９２％を超える光透過率値を有
する、三次元成形方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２１７】
　正方形物品のＬ＊ａ＊ｂは、Ｘ－ｒｉｔｅ色差計を使用して試験される。正方形物品の
Ｌ＊ａ＊ｂ値は、正方形物品の色の色相、つまり色の色空間座標を表す。ここで、Ｌは明
るさを表し、Ｌの値の範囲は０～１００であり、ここで０は黒を表し、１００は白を表す
；ａは赤から緑の範囲を表し、ｂは青から黄の範囲を表し、ａおよびｂの範囲は両方とも
＋１２０から－１２０であり、ここで＋１２０ａは赤で、徐々に－１２０ａに移行して緑
になり；同様に、＋１２０ｂは黄で、－１２０ｂは青である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２１８】
表１　三次元成形用光硬化性透明インク組成物および印刷物品の試験結果
【表１】
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